






(Itioka et al. 2001)。アジアの季節熱帯では、オオミツバチは、餌資源、の季節変化
を追って巣の移動を数回行い 200kmにおよぶ距離を移住するといわれています
(Koeniger & Koeniger 1980， Dyer & Seely 1994)。土地利用の変遷にともなう森林を
とりまく景観構造の変化は、このような移住性をもっオオミツバチに影響を与えてい
るかもしれません。オオミツバチの移住は、マイクロサテライト (SSR)(Estoup et al. 




のコロニーがくりかえし戻ってくることもわかっています(Neumannet al. 2000， Paar 




















う な 気 が し ま す 。 永 光 は 、 ラ ン ピ ル の ラ イ ト ト ラ ッ プ に よ っ て 過 去 の 一 斉 開 花 で 、 採 取
さ れ た オ オ ミ ツ バ チ か ら S S R の P C R 増 幅 を 試 し て い ま す 。 そ の 結 果 、 数 年 前 の 標 本 か
ら 増 幅 が 可 能 な こ と が わ か り ま し た 。
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